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【令和４年度実績】 

1. 国際的日本研究の推進 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓, No.16 (4)-1 

世界から学生を惹きつける最先端の国際プログラムの開発・提供等 
 
実績報告 

本研究科は、国際的な視点からの日本研究を推進している。海外有力大学との連携や国際的に

活躍する研究者との提携を深めつつ、研究を大学院生教育に波及させる取組を実施している。

令和４年度もシカゴ大学との合同ワークショップやタイのタマサート大学及び国立開発行政大学

院大学（National Institute of Development Administration）との合同シンポジウムのほか、著

名な外国人研究者による講演会を開催した。成果は学生の研究活動に現れており、学生による

著書の出版、海外有力大学への留学、受賞などがあった。 

[1] 本学、シカゴ大学、東京大学の３校が中心となり、日本研究に関するワークショップを開催し

た。本研究科からは大学院生１名が研究発表を行った（Han Sangyun,  "Esoteric Buddhism 

and Psychic Powers: The Religious Landscape of 1970s Japan"）。以下に、シカゴ大学東アジ

ア研究センターのウェブサイトに掲載されたプログラムを掲載する。 
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[2] 部局間交流協定を結んでいるタイのタマサート大学及び国立開発行政大学院大学（National 

Institute of Development Administration）との合同シンポジウムを開催した。このシンポジウム

は 2020年度より毎年開催しているものだが、その効果として令和４年度はタマサート大学の教

員を海外研究者業務委託契約（通称、東北大学版海外クロアポ）により受け入れた。当該研究者

は、研究成果として本研究科が発行する学術雑誌に論文１編を発表したほか他、教育においては

タイ人留学生を含む数名の大学院生の論文指導・審査にも参画した。 

 

[3] 国際日本研究講座の近代日本思想・宗教研究グループは以下のワークショップ・研究会（２

件）及び講演会（３件）を開催した。いずれも外国人研究者を交えた国際的視点からの日本研究

に関するものである。 
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[4] 上記の取組の結果、国際日本研究講座の近代日本思想・宗教研究グループでは令和４年度

に以下の成果が得られた。 

・大学院生による論文５編（うち英語論文２編）、研究発表 16件（うち英語発表５件、招待あり５

件）、招待講演１件（韓相允、於オーストリア・ウィーン大学）、受賞１件（東北大学総長賞）。 

・博士後期課程所属の学生の著書が出版された（亀山光明著『釈雲照と戒律の近代』法藏館、

2022年）。また、同学生は 2022年 9月から米国・プリンストン大学宗教学科博士課程に奨学金

付きで入学を認められた（本学は休学中）。 

  

 Caleb-Carter_Jan-2023_Lecture-Poster.pdf,  Strube_Nov-2022_Lecture-

Poster.pdf,  Duoer-Lecture_June2022_Poster.pdf,  Occultism-Workshop_Feb-

2023_Poster.pdf,  nihongaku-kenkyukai_4th-taikai-poster.pdf,  9th Cooperative 
Research Meeting of International Japan Studies Graduate Students The Center for East 

Asian Studies The Univ.pdf,  タマサート.jpg 

 
 

 

 

 

 

 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Caleb-Carter_Jan-2023_Lecture-Poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Strube_Nov-2022_Lecture-Poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Strube_Nov-2022_Lecture-Poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Duoer-Lecture_June2022_Poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Occultism-Workshop_Feb-2023_Poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Occultism-Workshop_Feb-2023_Poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/nihongaku-kenkyukai_4th-taikai-poster.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/9th%20Cooperative%20Research%20Meeting%20of%20International%20Japan%20Studies%20Graduate%20Students%20%20The%20Center%20for%20East%20Asian%20Studies%20%20The%20Univ.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/9th%20Cooperative%20Research%20Meeting%20of%20International%20Japan%20Studies%20Graduate%20Students%20%20The%20Center%20for%20East%20Asian%20Studies%20%20The%20Univ.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/9th%20Cooperative%20Research%20Meeting%20of%20International%20Japan%20Studies%20Graduate%20Students%20%20The%20Center%20for%20East%20Asian%20Studies%20%20The%20Univ.pdf
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/%E3%82%BF%E3%83%9E%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%88.jpg
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2. SDGs達成に貢献する研究とその社会還元 

「社会との共創」 

No.20 (2)-1 社会の要請に応える研究の推進, No.27 (1)-2 持続可能でレジリエントなグリーン未

来社会構築への貢献, No.26 (1)-1 科学的知見に基づく国際貢献と廃炉の推進を通じた地域への

貢献 
 
実績報告 

国際文化研究科は、グローバル共生社会系の教員を中心にグローバル化する世界の諸問題に

関する研究を推進している。持続可能な開発目標（SDGs）達成に貢献することも視野に入れつ

つ、研究成果を社会に還元する活動にも力を入れている。令和 4（2022）年度は、SDGs出前授

業 6校他教育支援、産学連携の研究成果発表、公開講座１件、講演会５件、国際セミナー１件、

映画上映会２件を実施した。いずれも市民を含む参加者から高い評価を得た。これらの取組は東

北大学における SDGs達成への貢献を社会にアピールする効果も持つ。 

[1] 国際政治経済論講座の教員により、東松島市内の 6校の小学校で SDGs出前授業を行、延

べ 249名の生徒が参加した（2020年は 3校 104名、2021年度は 5校 156名と年々参加校と

参加生徒数は増加している）。本出前授業の様子は下記のメディアで紹介された。 

① SDGs推進 東松島市、東北大と連携 市内６小学校で出前授業：河北新報社 石巻河北新報 メ

ディア猫の目 2022年 7月 29日 新聞・雑誌 
https://kahoku.news/articles/20220729khn000018.html  

② ごみを分けて再資源化 小学校で SDGs出前授業 東北大と東松島市が連携：石巻日日新聞社 

石巻日日新聞 2022年 7月 1日 新聞・雑誌 https://www.yu-circular-eco-
lab.com/_files/ugd/d26e76_bb944e8978d846ceaa926de958150e98.pdf  

③「SDGs未来都市東松島市の小学校で SDGs出前授業実施」産学官連携による体験型授業：

東北大学グリーン未来創造機構 プレスリリーズ 東北大学グリーン未来創造機構 ニュース（イベ

ント） 2022年 7月 6日 https://www.ggi.tohoku.ac.jp/2022/07/06/288/  

 以上の出前授業に加え、SDGs関連の社会連携の実績として下記の各種イベントへの出展、教

育支援を実施した。 

①「エコプロ 2022：12月 7日～9日：東京ビッグサイト」に研究成果を紹介：劉 庭秀教授が【エコ

プロ 2022：12月 7日～9日：東京ビッグサイト】に研究成果を紹介 – 東北大学大学院国際文化

研究科 (tohoku.ac.jp) 

②「東松島市 SDGs産学官民連携環境イベント」に出展：「東松島市 SDGs産学官民連携環境イ

ベント」に出展しました – 東北大学大学院国際文化研究科 (tohoku.ac.jp) 

③「東松島夏まつり 2022」2022年 8月 26日：本研究室の研究成果とみやぎアップグレードリサ

イクルコンソーシアムの社会実験成果を紹介 

④宮城県白石高校 SDGs教育支援：宮城県立白石高校 令和 4年度 SDGs課題研究全体発表

会 2023年 1月 24日 

  

https://kahoku.news/articles/20220729khn000018.html
https://www.yu-circular-eco-lab.com/_files/ugd/d26e76_bb944e8978d846ceaa926de958150e98.pdf
https://www.yu-circular-eco-lab.com/_files/ugd/d26e76_bb944e8978d846ceaa926de958150e98.pdf
https://www.ggi.tohoku.ac.jp/2022/07/06/288/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e5%8a%89-%e5%ba%ad%e7%a7%80%e6%95%99%e6%8e%88%e3%81%8c%e3%80%90%e3%82%a8%e3%82%b3%e3%83%97%e3%83%ad2022%ef%bc%9a12%e6%9c%887%e6%97%a5%ef%bd%9e9%e6%97%a5%ef%bc%9a%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e3%83%93%e3%83%83/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e5%8a%89-%e5%ba%ad%e7%a7%80%e6%95%99%e6%8e%88%e3%81%8c%e3%80%90%e3%82%a8%e3%82%b3%e3%83%97%e3%83%ad2022%ef%bc%9a12%e6%9c%887%e6%97%a5%ef%bd%9e9%e6%97%a5%ef%bc%9a%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e3%83%93%e3%83%83/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e5%8a%89-%e5%ba%ad%e7%a7%80%e6%95%99%e6%8e%88%e3%81%8c%e3%80%90%e3%82%a8%e3%82%b3%e3%83%97%e3%83%ad2022%ef%bc%9a12%e6%9c%887%e6%97%a5%ef%bd%9e9%e6%97%a5%ef%bc%9a%e6%9d%b1%e4%ba%ac%e3%83%93%e3%83%83/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e3%80%8c%e6%9d%b1%e6%9d%be%e5%b3%b6%e5%b8%82sdgs%e7%94%a3%e5%ad%a6%e5%ae%98%e6%b0%91%e9%80%a3%e6%90%ba%e7%92%b0%e5%a2%83%e3%82%a4%e3%83%99%e3%83%b3%e3%83%88%e3%80%8d%e3%81%ab%e5%87%ba%e5%b1%95/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e3%80%8c%e6%9d%b1%e6%9d%be%e5%b3%b6%e5%b8%82sdgs%e7%94%a3%e5%ad%a6%e5%ae%98%e6%b0%91%e9%80%a3%e6%90%ba%e7%92%b0%e5%a2%83%e3%82%a4%e3%83%99%e3%83%b3%e3%83%88%e3%80%8d%e3%81%ab%e5%87%ba%e5%b1%95/
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[2] 国際政治経済論講座では産学連携を推進している。産学連携による研究の成果はプレスリリ

ースとメディアで紹介されている。 

①「プラスチックが悪者ではない」廃プラのリサイクルが進まない“根本的な理由”とは？：東北放

送 Nスタみやぎ 2022年 11月 28日 https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/215996?page=4  

②第 5回東北大学同窓会オンラインイベント」2022年 7月 16日（土）：「東北大学グリーンゴール

ズイニシアティブ（Green Goals Initiative）」について基調講演「持続可能な社会構築のための産

学連携の取り組み （Joint effort between Industry and Academia for building a Sustainable 

Society）」The 5th Tohoku University Alumni Online Event – Tohoku University 
International Exchange Division https://web.tohoku.ac.jp/ged/9402?lang=en  

③Datefm SDGs ACTION＊東北大学グリーン未来創造機構 2022年 7月 8日：Datefm エフエ

ム仙台 Morning Brush（モーニング・ブラッシュ） 

④持続可能な資源循環に向けた取り組み：読売新聞社 鹿児島 読売新聞 企画 2022年 5月 20

日 https://www.yu-circular-eco-
lab.com/_files/ugd/d26e76_d555521d20364dfb93da35cfc44db3b5.pdf 

⑤東北大など、劣化プラ・バイオプラを見分ける「廃プラ識別装置」開発：環境ビジネス 環境ビジネ

スオンライン 2022年 4月 8日 インターネットメディア https://www.kankyo-
business.jp/news/031606.php 

⑥東北大、芝浦工大・静岡大とテラヘルツ波を利用した廃プラスチック識別装置を開発：日本経済

新聞社 日本経済新聞 2022年 4月 新聞・雑誌 https://www.yu-circular-eco-
lab.com/_files/ugd/d26e76_d22626d6511041e39607960522cb5a09.pdf 

⑦テラヘルツ波を利用した廃プラスチック識別装置の開発：サイバーナビ株式会社 ＠enngineer 

産学連携に関連する最新ニュース 2022年 4月 インターネットメディア 

⑧「テラヘルツ波を利用した廃プラスチック識別装置の開発」 東北大学・芝浦工業大学・静岡大学

の研究グループが 「廃プラ新法」に対応できる新技術開発：東北大学 東北大学プレスリリース 

2022年 4月 1日 https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/04/press20220401-04-
Thz.html  

⑨東北大ほか 2大学、廃プラ識別技術を高精度化・適法化（FS成果）：国立研究開発法人 国立

環境研究所 環境展望台 国内ニュース 2022年 4月
https://tenbou.nies.go.jp/news/jnews/detail.php?i=33514  

上記の他にも、産学連携による研究の成果は学術論文として国内外の主要ジャーナル、及び書

籍の一部で発表している。 

主要国際ジャーナル： 

①Hongxia Chen, Jeongsoo Yu, Xiaoyue Liu, Development Strategies and Policy Trends of 
the Next-Generation Vehicles Battery: Focusing on the International Comparison of China, 

Japan and South Korea. Sustainability 14(19) 12087-12087 2022年 9月 24日(IF 
3.9) https://doi.org/10.3390/su141912087 

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/tbc/215996?page=4
https://web.tohoku.ac.jp/ged/9402?lang=en
https://www.yu-circular-eco-lab.com/_files/ugd/d26e76_d555521d20364dfb93da35cfc44db3b5.pdf
https://www.yu-circular-eco-lab.com/_files/ugd/d26e76_d555521d20364dfb93da35cfc44db3b5.pdf
https://www.kankyo-business.jp/news/031606.php
https://www.kankyo-business.jp/news/031606.php
https://www.yu-circular-eco-lab.com/_files/ugd/d26e76_d22626d6511041e39607960522cb5a09.pdf
https://www.yu-circular-eco-lab.com/_files/ugd/d26e76_d22626d6511041e39607960522cb5a09.pdf
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/04/press20220401-04-Thz.html
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2022/04/press20220401-04-Thz.html
https://tenbou.nies.go.jp/news/jnews/detail.php?i=33514
https://doi.org/10.3390/su141912087
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②Jeongsoo Yu, Xiaoyue Liu, Gaku Manago, Tadao Tanabe, Shiori Osanai, Kazuaki Okubo, 
New Terahertz Wave Sorting Technology to Improve Plastic Containers and Packaging 
Waste Recycling in Japan. Recycling 7(5) 66-66 2022年 9月 9日(IF 

4.3) https://doi.org/10.3390/recycling7050066  Featured Paper：劉 庭秀教授の論文が国際

ジャーナル「Recycling」の Featured paperとして掲載され、表紙論文に選ばれました – 東北大

学大学院国際文化研究科 (tohoku.ac.jp) 

日本語論文： 

①田辺匡生, 大橋隆宏, 劉庭秀, 真子岳, 大窪和明, 佐々木哲朗. 廃プラスチックの選別装置開発

によるリサイクルの高度化. 化学工業 73(8) 481-486 2022年 8月. 

②劉 暁玥, 劉 庭秀, 大窪 和明. 民間リサイクル業者による資源ごみ回収ステーションの有効性と

その活用方法に関する研究 ―東北地方の資源ごみ排出特徴と利用者行動分析を中心に―. 廃

棄物資源循環学会論文誌 33 106-117 2022年 7月. 

③田邉匡生, 大橋隆宏, 劉庭秀, 眞子岳, 佐々木哲朗, 岩嵜郁樹, 佐藤勲征. テラヘルツ波を用い

た持続可能な開発目標 「つくる責任つかう責任」の達成 ─プラスチック製容器包装のリサイクル

効率向上を目指して─. フォトニクスニュース（応用物理学会フォトニクス分科会） 7(4) 164-170 

2022年 2月 10日. 

④劉庭秀. コロナ禍を受けた廃棄物処理の課題と展望. 消防防災の科学 146(秋) 21-27 2021年

11月. 

Book Chapter：Jeongsoo Yu, Shiori Osanai, Kosuke Toshiki, Xiaoyue Liu, Tadao Tanabe, 
Gaku Manago, Shuoyao Wang, Kevin Roy B. Serrona, Kazuaki Okubo, Ryo Ikeda. “Global 
Blue Economy Analysis, Developments, and Challenges” In: 14 New Challenges for 

Sustainable Plastic Recycling in Japan. CRC Press. 2022年 11月 (ISBN: 9781032012728) 

[3] 研究科所属教員 2名が「環境と防災−SDGsの達成に向けて」という題目で公開講座を実施し

た。災害に強い街づくりや仙台防災枠組みについて一般市民を対象に講演した。参加者アンケー

トでは回答者の 90%から内容について「よかった」という評価を受けた。 

https://doi.org/10.3390/recycling7050066
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e5%8a%89-%e5%ba%ad%e7%a7%80%e6%95%99%e6%8e%88%e3%81%ae%e8%ab%96%e6%96%87%e3%81%8c%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc%e3%83%8a%e3%83%ab%e3%80%8crecycling%e3%80%8d%e3%81%aefeatured-paper/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e5%8a%89-%e5%ba%ad%e7%a7%80%e6%95%99%e6%8e%88%e3%81%ae%e8%ab%96%e6%96%87%e3%81%8c%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc%e3%83%8a%e3%83%ab%e3%80%8crecycling%e3%80%8d%e3%81%aefeatured-paper/
https://www.intcul.tohoku.ac.jp/news/%e5%8a%89-%e5%ba%ad%e7%a7%80%e6%95%99%e6%8e%88%e3%81%ae%e8%ab%96%e6%96%87%e3%81%8c%e5%9b%bd%e9%9a%9b%e3%82%b8%e3%83%a3%e3%83%bc%e3%83%8a%e3%83%ab%e3%80%8crecycling%e3%80%8d%e3%81%aefeatured-paper/
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[4] 科学研究費補助金基盤研究（B）「EUにおける移民・難民統合政策の課題と展望－旧社会主

義圏を中心に」のチームは、ドイツのザクセン=アンハルト州ハレ市の協力を得て、同市移民統合

ネットワークのコーディネーター、ローベルト・シェーンロック氏の講演会を行った。2002年結成の

ハレ市移民統合ネットワークは、NPOや移民組織、教育機関、職業センター、行政機関など多数

の組織を結び民主的に運営されているネットワーク組織である。難民の受け入れや社会統合だけ

でなく、パンデミックやウクライナ避難民の受け入れという新たな状況への対応についても情報提

供いただいた。参加者アンケートでは回答者の 96.9%から内容について好評価（「大変よい」また

は「よい」）を受けた。 
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[5] MS&ADインシュアランスグループホールディングス株式会社とMS&ADインターリスク総研

株式会社の寄附を活用し、外部の講師を招き４件の講演会を行った。内容は、国際金融政策、災

害対策、保健ガバナンス、医療と一般市民の関心の高いトピックを選定した。参加者アンケートで

は、「イベントの内容はいかがでしたか」という問いに、第１回は 100%、第２回は 97%、第３回は

94.4%、第４回は 97.9%の回答者から「とても興味深かった」または「興味深かった」という評価を

受けた。なお、これらの講演会は本学グリーン未来創造機構に共催いただいた。 
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[6] 宮城周辺で活動を続ける映像作家たちが考えた「震災後 10年」を表現する映画『10年後の

まなざし』、及び技能実習生として来日後に不法労働者となったベトナム人女性たちを取り上げた

映画『海辺の彼女たち』の２本の映画の上映会を行った。いずれも日本と東北における社会課題

を扱ったものである。上映後は、制作者を交えたトークセッションの時間を設け、参加者との相互

交流も行った。参加者アンケートでは、『海辺の彼女たち』上映会について回答者の 91.8%から内

容について好評価（「大変よい」または「よい」）を受けた。 

    

   

[7] 宗教とジェンダーの観点から社会参加を考えることをテーマに国際セミナーを開催した。イスラ

ム教を国教とするマレーシアと、政教分離を原則とするフランスにおいて、それぞれムスリム女性

が置かれている状況に注目し、彼女たちの社会参加のあり方を中心に、多宗教社会の課題につ

いて議論した。参加者アンケートでは回答者の 85.7%から内容について「とても満足した」または

「満足した」という評価を受けた。 
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3. 学際的言語科学研究における国際ネットワークの構築 

「研究」 

No.18 (1)-1 自由な発想に基づく基礎研究の推進および新興・分野融合研究の開拓 

実績報告 
 
附属言語脳認知総合科学研究センターは毎年国内外で国際的に活躍する研究者を招いて講演

会を実施し、最先端の知見を得るだけでなく、国際ネットワークの構築に取り組んでいる。 

◯ 令和４（2022）年度は９件の講演会を実施した。講演者の所属先は、アメリカ合衆国（カリフォ

ルニア大学サンタクルーズ校、コーネル大学）、ヨーロッパ（ユヴァスキュラ大学（フィンランド）、フ

ランス国立科学研究センター、ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン）、アジア（中央研究院（台湾）、

香港大学、国立国語研究所、早稲田大学）と世界各地に拡がっている。 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/2023_kaken-565x799.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/20230128_page-0001-768x1086.jpg
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/International-Seminar_0303-565x799.jpg
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/International-Seminar_0303-565x799.jpg
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/sdg_icon_10_ja_3.png
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/sdg_icon_05_ja_2.png
https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/kookaikooza.png
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◯ 上記の取組の具体的な成果として、本センター所属の教員がユニバーシティ・カレッジ・ロンド

ンの研究者と国際共著論文１編を出版した（著者のうち、太字・下線は本センター研究者、下線は

ユニバーシティ・カレッジ・ロンドンの研究者）。 

Saito K., H. Cui, Y. Suzukida, D. Dardon, Y. Suzuki, H. Jeong, A. Revesz, M. Sugiura, and 
A. Tierney. 2022. Does domain-general auditory processing uniquely explain the outcomes 
of second language speech acquisition, even once cognitive and demographic variables are 
accounted for? Bilingualism: Language and Cognition 25: 856-868.  

◯ 関連する成果として、同センター所属教員（国際文化研究科本務教員）による国際共著論文が

増加している。（教員数は 2018年〜2021年は７名、2022年は６名） 
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 Dr_Junko-Ito-talk-2022-11-29-1.pdf,  202212.6 Poster Dr. John Whitman talk 2022-

12.pdf,  202212.13 Poster Dr. Piia Astikainen talk 2022-12.pdf,  Dr_Thomas Pellard 

talk 2022-12 20.pdf,  20230131_Dr.Takumi Uchihara_talk.pdf,  Dr_Edith Alderidge 

20230127-v2.pdf,  Dr_Timothy_J_Vance_20230214.pdf,  Colloquium 

Series_poster_Dr_Derek Ho Leung Chan.pdf,  2023Colloquium 

Series_poster_Andrea.pdf,  言語脳認知総合科学研究センター国際共著.png 

 

4. 外部資金の堅調な増加 

「社会との共創」 

No.20 (2)-1 社会の要請に応える研究の推進, No.23 (3)-2 卓越した研究を基盤とした産業界等

との共創教育の展開, No.27 (1)-2 持続可能でレジリエントなグリーン未来社会構築への貢献 
 
実績報告 

本研究科のグローバル共生社会系に所属する教員を中心に、様々な社会課題の解決に貢献す

る研究・教育を展開している。成果として、企業などからの受託・共同研究費や寄付金の受入が

数年にわたって堅調に伸びている。 

主な取組として以下の３件がある。 

[1] 「持続可能な資源環境を目指した被覆電線廃棄物の高度選別に関する研究」劉庭秀教授、共

同研究費（7,700,000円、株式会社ヨシムラ） 

[2] 「廃プラスチックのビッグデータ分析による識別モデルの構築と評価手法の確立」大窪和明准

教授、研究助成（5,000,000円、カシオ科学振興財団） 

[3] 寄附講義「プロジェクトリスクマネジメント II」実施にかかるMS&ADインシュアランスグループ

ホールディングス株式会社及びMS&ADインターリスク総研株式会社からの寄附（2,000,000

円） 

下表は最近４年度の外部資金獲得状況の推移である。 

 

  

 

 

https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Dr_Junko-Ito-talk-2022-11-29-1.pdf
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https://provost.bureau.tohoku.ac.jp/eval2020/system/files/Dr_Edith%20Alderidge%2020230127-v2.pdf
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下図は推移を表すグラフである。令和４年度は令和３年度から若干の減少となったが、４年間の

推移で見ると増加傾向となっている。 

 

 外部資金獲得状況 R4.png,  外部資金獲得状況 R4 2.png 
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